
 

 

 

実りある夏 

７月からの長い夏休みも 8月に入りました。 

終業式では、各学年の代表生徒が１学期を振り返り、自

分自身の成長や学級・学年での思い出、そして２学期への

決意を堂々と発表してくれました。 

１年生は、１学期は、授業中の私語が減り、授業に積極

的に参加できるようになったことや、朝の会の開始時間を

守れるようになったことを成長できたこととして語ってく

れました。一方で、３分前入室・２分前着席・１分前黙想が十分にできず、教科によって

授業態度が変わったり、暴言や授業に集中できない場面があったりしたことを反省点とし

て、２学期は、全員が時間を守り、どの教科でもよい授業態度で学習に取り組むことを目

標にします。また、周囲への悪口をなくし、聞く力を身に付けるとともに、休み時間も落

ち着いて過ごし、けんかのない平和でよい学年を目指しますと決意を述べました。 

２年生は、1年生のとき「あい」を学年目標に、助け合い

や支え合いを大切にしてきたことを踏まえ、2年生では「あ

いうえお」の「うえ」として、みんなでレベルアップするこ

とを目標にしています。また、2学期には、合唱コンクール

や修学旅行があります。全員が協力し、時間を守って行動す

ることで、思い出に残る充実した行事にしていきたいと決意

を述べました。 

３年生は、最高学年として学校行事や部活動に全力で

取り組み、仲間と励まし合いながら過ごした１学期を振

り返るとともに、進路実現に向けてこの夏休みを大切に

過ごし、自分の成長した点をさらに伸ばせるよう、計画

的に受験勉強に取り組むとともに、合唱コンクールなど

の学校行事にも全力で取り組み、充実した夏休みにし

て、2学期を迎えましょうと語ってくれました。 

どの発表にも共通していたのは、「２学期はさらに成長したい」という前向きな思いで

した。その姿を大変頼もしく感じるとともに、生徒一人一人が確実に歩みを進めているこ

とを嬉しく思いました。 

さて、夏休みは自由な時間が多くなる一方で、自分自身を成長させる絶好の機会でもあ

ります。普段はなかなかできない読書や家庭での手伝い、地域での活動、部活動、学習へ

の挑戦など、自分で目標を決めて取り組むことで、大きな成長につながります。 

8月 9日 平和集会 

長崎に住む私たちにとって、８月は平和について考える大切な月です。本日、８月９日

の原爆の日を迎えるにあたり、平和祈念式典や平和集会などを通して、命の尊さや平和の

～志は高く、思いやりの心は深く、心と体は強く～ 

 

2026.8.9号 

文責 小森 

岩屋中だより 

岩屋中学校だより 

県中総体 陸上競技 

 

 

合唱部 コンクール 

 

野球部  

長崎県少年野球選手権大会 

 

 



大切さについて改めて考え、自分にできることを見つめ直してほしいと以下のような話を

しました。    

平和は特別な日にだけ願うものではなく、日頃から相手を思いやり、互いを尊重し合う

ことの積み重ねの中にあります。そして、何よりも大切なのは健康と安全です。熱中症へ

の対策や交通事故、水の事故には十分注意し、規則正しい生活を心掛けながら、有意義な

毎日を送ってください。２学期の始業式には、ひとまわり成長した皆さんと元気な笑顔で

再会できることを、心から楽しみにしています。 

7 月 31 日に「原爆殉難教え子と教師の慰霊式」が行われました。この慰霊式には、岩屋中学校を代表して、
生徒会役員 8名が参加しました。 
全校の皆さんが心を込めて折った千羽鶴を奉献し、原爆によって命を失われた児童・生徒、そして先生方へ

哀悼の気持ちをささげました。参加した生徒会の皆さんは、岩屋中学校の代表として、大変立派な態度で平和
への願いを届けてくれました。 
しかし、平和について考えるのは、その 8人だけではありません。今日ここにいる全員が、自分自身のこととし

て考えることが大切です。 
 慰霊式後に、皆さんが折った千羽鶴は、平和会館前にある像に納めました。その像の台座にはこう刻まれて
います。 
昭和二十年八月九日。原子爆弾の効力とすさまじい爆風は、一瞬にして長崎の北部一帯を廃墟と化し、十四
万有余の市民を殺傷した。さながら地獄のごとき様相は、被兵災（ひへいさい）の恐るべき脅威を示すものであ
った。この日、家にいた国民学校児童五千八百余、報国隊して工場に出勤していた千九百余の生徒たちは、百
有余の教師と共に即死、または放射能によりつぎつぎと尊い生命を奪われた。年を経るに従い、この悲惨な事
実が忘れ去られることは忍び難く、県内外の教職員及び有志の協力により、亡きみ霊の安らかならんことを念
じ、再びかかる惨禍をくり返さぬことを誓いここにこの像を建立（こんりゅう）するものである。 

昭和五十七年八月三日 
 今の中学生とほぼ同じ年齢の子どもたちが、『報国隊』として学校ではなく工場で働いていました。そして、1945
年 8 月 9 日、その多くが原爆によって命を奪われました。未来を担うはずだった若者が、戦争によって学ぶ機会
も夢も失ったのです。私たちは、その事実を知り、平和な日常がどれほど尊いものかを考え続けなければなりま
せん。 
実は、この夏、私たちはもう一つ忘れてはならない出来事を経験しました。7 月 28 日に発生した令和 8 年熊

本地震です。熊本県では最大震度 7 を観測し、多くの尊い命が失われました。家が倒壊し、避難所で生活を続
けている方々や、今も不自由な生活を送っている方々がおられます。 
ほんの数分前まで家族と笑い合っていた人が、大きな揺れによって日常を失いました。 
81年前の長崎の原爆、先日の熊本地震、原因は全く違います。 
しかし、一つだけ共通していることがあります。それは、「当たり前の日常は、決して当たり前ではない」という

ことです。 
朝、家族に「行ってきます」と言えること。学校で友達と笑い合えること。授業を受け、給食を食べ、部活動に

励み、家に帰れば「おかえり」と迎えてもらえること。 
私たちが毎日過ごしているこの日常は、多くの人の努力と平和、そして安全の上に成り立っています。 

だからこそ、長崎に住む私たちは原爆の歴史から平和を学び、熊本地震から命を守ることや災害への備えを学
ばなければなりません。 
平和を守ることと、命を守ること。そのどちらも未来を生きる皆さんに託された大切な使命なのです。 
６月には「沖縄全戦没者追悼式」８月６日は広島、９日、今日は長崎で「原爆犠牲者慰霊平和式典」が行われ

ました。15日は終戦記念日です。夏は戦争と平和を強く意識し、世界の平和をいっそう願う時です。 
この夏の日に、平和やこれからの自分についても考えてください。 

 

 


